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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の記録ヘッドを搭載した記録ユニットを備え、前記記録ユニット単位で記録ヘッド
の交換を行う記録装置において、
　記録媒体に対する記録ずれを調整する為のレジストレーション調整値を求める手段と、
　前記求められたレジストレーション調整値を記憶する調整値記憶手段と、
　記録媒体への記録時に前記記憶されたレジストレーション調整値を用いて記録ずれを調
整する記録ずれ調整手段と、
　前記記録ユニットの交換時にレジストレーション調整値の更新を行う制御手段とを備え
、
　前記記録ユニットは、当該記録ユニット内のヘッド相互位置情報を記憶する情報記憶手
段を有し、
　前記制御手段は交換前後の記録ユニットのヘッド相互位置情報の差分を求め、この差分
で前記記憶されたレジストレーション調整値を更新する
　ことを特徴とする記録装置。
【請求項２】
　前記レジストレーション調整値は、記録媒体の種別に複数管理可能であることを特徴と
する請求項１に記載の記録装置。
【請求項３】
　前記記録ユニットは、記録媒体の全幅に亘って配列された複数の記録要素を有し、当該
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配列方向とほぼ直交する方向に記録媒体に対して相対的に移動することを特徴とする請求
項１または２記載の記録装置。
【請求項４】
　複数の記録ヘッドを搭載した記録ユニットを備え、前記記録ユニット単位で記録ヘッド
の交換を行う記録装置におけるレジストレーション調整方法であって、
　各記録ユニットに当該記録ユニット内のヘッド相互位置情報を記憶させておくステップ
と、
　初期的にレジストレーション調整用パターンの記録に基づいて記録ユニットの記録ヘッ
ドについてレジストレーション調整値を求めてこれを不揮発的に記憶しておくステップと
、
　記録ユニットの交換時に交換前後の両記録ユニット内のヘッド相互位置情報の差分を求
めるステップと、
　前記求められた差分を前記記憶されているレジストレーション調整値に反映させるステ
ップと
　を備えたことを特徴とするレジストレーション調整方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の記録ヘッドを搭載した記録ユニット、その記録ユニットを装着して記
録媒体に記録を行う記録装置およびレジストレーション調整方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数のヘッドを用いて画像を記録する記録装置においては、各ヘッドの搭載位置
のばらつきや記録要素の位置のばらつきによって、記録される画像に影響が及ぶ。このよ
うな影響を補正して記録品質を向上させるために、レジストレーション調整用パターン等
を記録して、ヘッドごとの記録位置のずれを確認し、この確認結果に基づいて記録位置の
調整を行うのが一般的である（特許文献１参照）。
【０００３】
　また、ヘッドを交換した場合はヘッド位置が再びずれる可能性があるのでその都度調整
用パターンを記録して調整を行う必要がある。
【特許文献１】特開平７－３２３５８２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、ヘッドを交換する度にレジストレーションの再調整を行う場合、例えば
用紙の種類別など複数のレジスト―レション調整値を持つ場合、全ての調整を再び行う必
要があり面倒であった。
【０００５】
　特に、産業用記録装置では記録枚数が多いためヘッド交換の機会が多く、また、用紙種
類も多いので、このような記録装置でその傾向は顕著であった。
【０００６】
　本発明はこのような背景においてなされたものであり、その目的は、複数の記録ヘッド
を搭載した記録ユニットの交換時にレジストレーション調整のためのユーザによる特別な
作業を不要とすることができる記録ユニット、記録装置およびレジストレーション調整方
法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明による記録ユニットは、複数の記録ヘッドを搭載した記録ユニットにおいて、前
記記録ユニット内の複数の記録ヘッドの相互の位置関係を示すヘッド相互位置情報を記憶
する情報記憶手段を備えたことを特徴とする。ヘッド相互位置情報は、例えば、基準の記
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録ヘッドに対する他の記録ヘッドの相対的な位置のずれを示す情報である。このようなヘ
ッド相互位置情報は、個々の記録ユニットについて、その出荷前に確認して記憶される。
【０００８】
　前記情報記憶手段は、前記記録ユニット内の少なくとも一つのヘッド内の記憶部により
構成されてもよいし、前記記録ユニット内の制御基板上に設けられた記憶部部により構成
されてもよい。
【０００９】
　本発明による記録装置は、複数の記録ヘッドを搭載した記録ユニットを備え、前記記録
ユニット単位で記録ヘッドの交換を行う記録装置において、記録媒体に対する記録ずれを
調整する為のレジストレーション調整値を求める手段と、前記求められたレジストレーシ
ョン調整値を記憶する調整値記憶手段と、記録媒体への記録時に前記記憶されたレジスト
レーション調整値を用いて記録ずれを調整する記録ずれ調整手段と、前記記録ユニットの
交換時にレジストレーション調整値の更新を行う制御手段とを備え、前記記録ユニットは
、当該記録ユニット内のヘッド相互位置情報を記憶する情報記憶手段を有し、前記制御手
段は交換前後の記録ユニットのヘッド相互位置情報の差分を求め、この差分で前記記憶さ
れたレジストレーション調整値を更新する。
【００１０】
　前記レジストレーション調整値は、記録媒体の種別に複数管理可能としてもよい。これ
により、記録媒体の種別毎に適正なレジストレーション調整値を設定することが可能とな
る。
【００１１】
　本発明によるレジストレーション調整方法は、複数の記録ヘッドを搭載した記録ユニッ
トを備え、前記記録ユニット単位で記録ヘッドの交換を行う記録装置におけるレジストレ
ーション調整方法であって、各記録ユニットに当該記録ユニット内のヘッド相互位置情報
を記憶させておくステップと、初期的にレジストレーション調整用パターンの記録に基づ
いて記録ユニットの記録ヘッドについてレジストレーション調整値を求めてこれを不揮発
的に記憶しておくステップと、記録ユニットの交換時に交換前後の両記録ユニット内のヘ
ッド相互位置情報の差分を求めるステップと、前記求められた差分を前記記憶されている
レジストレーション調整値に反映させるステップとを備えたことを特徴とする。
【００１２】
　このように、本発明によれば、初期的にレジストレーション調整用パターンの記録によ
りレジストレーション調整値を求める作業を行った後、以降の記録ヘッドの交換時にはそ
のような作業を行うことなくレジストレーション調整値が更新される。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、複数の記録ヘッドを搭載した記録ユニットに複数ヘッド相互位置情報
を記憶させておくことによって、記録ユニットの交換時にレジストレーション調整のため
のユーザによる特別な作業が不要となる。これにより、記録ユニット交換時のユーザの手
間を削減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について詳細に説明する。
【００１５】
　図１は、本実施の形態に係る記録装置１１１の要部を、外部装置であるホストコンピュ
ータ１０８とともに示した図である。記録装置１１１はプリンタケーブル１１０を介して
ホストコンピュータ１０８に接続されて、記録システムが構成される。
【００１６】
　本実施の形態における記録装置１１１は、記録ユニット４０１を構成する複数の記録ヘ
ッド１０４～１０７として、用紙等の記録媒体１０１の幅全体に亘って複数の記録要素を
配列した長尺のラインヘッドを４本用いたインクジェット方式による記録装置を示してい
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る。
【００１７】
　記録装置１１１はホストコンピュータ１０９にて処理された各種データを受信して画像
として記録する。また、記録装置１１１のエラー情報などのプリンタステータスおよび後
述する所定の情報はホストコンピュータ１０９へ送信されるように構成されている。
【００１８】
　この実施の形態における記録装置１１１は、記録ヘッド１０４～１０７として、インク
ジェット方式のライン記録ヘッド（ブラック）４本を内蔵しており、共通のインクタンク
（不図示）からインクを供給し、ここでは連続紙である記録媒体１０１を記録ヘッド下に
給送し、記録媒体検知センサ１０３の記録媒体検出をトリガにして、各記録ヘッド１０４
～１０７により記録媒体１０１に記録を行う。
【００１９】
　なお、本実施の形態のように同色（例えば黒）を用いれば高速のモノクロ記録装置が得
られるが、複数の記録ヘッド１０４～１０７として異なる色のものを用いてカラー記録装
置とすることも可能である。
【００２０】
　図２は、本実施の形態に係る記録装置の制御ハードウェアの構成例を示すブロック図で
ある。
【００２１】
　制御部２０１は、中央処理装置（ＣＰＵ）２０２を備え、不揮発性メモリ（ＲＯＭ）２
０３に格納されている制御プログラムを実行し、各周辺装置を制御する。また、制御部２
０１は、各種データ処理のワークエリアや受信バッファとして使用されるメモリ（ＲＡＭ
）２０４や、画像展開部として使用されるイメージメモリ２０５等を備える。更に、この
制御部２０１により、記録ヘッド１０４～１０７を駆動するヘッド駆動回路２１０や、各
記録ヘッドを記録に最適な状態に保つためのクリーニング動作や記録動作を制御する各種
モータ２０６を駆動するモータドライバ２１１、記録ヘッド下に給紙するための用紙搬送
部２０７の入出力インターフェース制御部（Ｉ／Ｏ）２１２を制御する構成となっている
。
【００２２】
　記録ヘッド１０４～１０７を搭載した記録ユニット４０１にはヘッド相互位置情報を不
揮発的に記憶するメモリ１０８を有する。
【００２３】
　また、本記録装置は、基本的にホストコンピュータ１０９から送信された画像データや
クリーニングコマンドなどを、ＵＳＢなどのプリンタケーブルを介して受信するＵＳＢコ
ントローラ２０８を有し、この受信した各種コマンド命令に従って動作する。但し、イン
タフェースはＵＳＢに限るものではない。
【００２４】
　図３は、本実施の形態に係る記録装置の記録制御の説明図である。
【００２５】
　エンコーダ（不図示）の出力パルスに同期して、イメージメモリ２０５から１ラスタ分
のデータを記録ヘッド１０４に転送することによって、ラスタ描画３０１が得られる。同
様に、エンコーダの次の出力パルスに同期して、イメージメモリ２０５から次の１ラスタ
分のデータを記録ヘッド１０５に転送することによって、ラスタ描画３０２が得られる。
さらにエンコーダの次の出力パルスに同期してイメージメモリ２０５の次の１ラスタ分の
データを記録ヘッド１０６に転送することによって、ラスタ描画３０３が得られる。同様
に、記録ヘッド１０７により、ラスタ描画３０４が得られる。以降、同様に記録ヘッド１
０４～１０７を１ラスタ単位で分担して用いることにより出力画像が得られる。
【００２６】
　ここで、図４により、本実施の形態における記録ユニット４０１に搭載されている各記
録ヘッド１０４～１０７のヘッド相互位置情報について簡単に説明する。各記録ヘッドは
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用紙搬送方向にほぼ直交する用紙幅方向に配列された複数の記録要素を有するが、記録ユ
ニットに搭載される際の各記録ヘッドの位置ずれや各記録ヘッドの製造誤差等により、記
録ヘッド相互の間で各記録要素の用紙幅方向における位置は必ずしも一致しない。また、
用紙搬送方向においても同様の理由により記録ヘッド相互の間で各記録要素の位置ずれが
生じうる。従来、このような位置ずれを補正するために、既知のレジストレーション調整
用パターン（テストパターン）を用紙に記録して、これを読み取ることにより用紙搬送方
向および用紙幅方向におけるヘッド相互間の位置関係を示すヘッド相互位置情報を求める
ことができる。図の例では、記録ヘッド１０４を基準として他の記録ヘッドについて、あ
るべき位置からのずれ量を符号付きの数値で示している（符号はずれの方向を示す）。こ
れに基づいて、実際の記録時に用紙搬送方向におけるずれについては記録タイミングを補
正し、用紙幅方向におけるずれについては１ライン分のデータの取り込んで設定するドッ
ト位置をシフトすることにより補正が可能である。
【００２７】
　図５（ａ）（ｂ）は本実施の形態におけるヘッド相互位置情報の記憶の態様の二例を示
したものである。図５（ａ）は記録ユニット４０１内の基板４０２上に搭載した不揮発性
のメモリ１０８にヘッド相互位置情報を一括して記憶する例を示す。図５（ｂ）は記録ユ
ニット４０１内の各記録ヘッド１０４～１０７に不揮発性のメモリ１０８ａ～１０８ｄを
有し、これらの少なくとも１つのメモリにヘッド相互位置情報を記録する例を示す。図５
（ｂ）の場合、ヘッド相互位置情報をメモリ１０８ａ～１０８ｄのいずれかに一括して記
憶してもよいし、複数のメモリに分散して記憶してもよい。
【００２８】
　図６は、記録ユニット４０１に記憶されているヘッド相互位置情報を利用した自動レジ
ストレーション調整についての説明図である。前述したように、本実施の形態における記
録装置では、出荷時に記録ユニット４０１内のメモリにその記録ヘッドのヘッド相互位置
情報４０２が保存されている。ヘッド相互位置情報４０２は、記録ユニット製造時にメー
カ側で標準搬送装置を使用し、レジストレーション調整用パターンを記録して、センサで
読み取ることにより得られた値である。このヘッド相互位置情報が、記録ヘッド間の標準
的な位置調整値となり、これが実際のレジストレーション調整値に反映される。
【００２９】
　記録ユニットをユーザの記録装置に設置する際、記録装置は、初期的に、レジストレー
ション調整を行うことによって、レジストレーション調整値を求める。個々の記録装置に
おいては、用紙の種類によっても調整値のずれが発生することも考えられる。そこで、本
実施の形態では１０９において、記録媒体の種別毎に複数（ここでは最大２０種類）のレ
ジストレーション調整値４０３を保存できる仕様である。調整の際は、使用する用紙種別
ごとにレジストレーション調整パターンを記録し、調整値を設定する。
【００３０】
　初期的にこの作業を用紙の種類分だけ繰り返し行い、レジストレーション調整値４０３
をホストコンピュータ１０９に設定する。また、ヘッド相互位置情報４０２もホストコン
ピュータ１０９に記憶させておく。
【００３１】
　次回記録ユニット４０１を交換する際は、現在の記録ユニット４０１のヘッド相互位置
情報４０２と、新しい記録ユニット４０１のヘッド相互位置情報４０２との差分４０４を
、全記録媒体別のレジストレーション調整値４０３に反映させることで、新たにレジスト
レーション調整用パターンの記録および読取の作業を行うことなく、自動的にレジストレ
ーション調整を行うことが可能である。
【００３２】
　このような方法をとることにより、ユーザとしては記録装置の初期設置時以外一度もレ
ジストレーション調整を行う必要がなくなり、ヘッド交換時の手間を省くことが可能であ
る。
【００３３】
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　図７は、本実施の形態の動作に関連した、記録装置の主要の機能部を示すブロック図で
ある。
【００３４】
　初期レジストレーション調整値取得部５０１は、記録ユニット４０１を搭載した記録装
置１１１をホストコンピュータ１０９から利用する際に、レジストレーション調整を行う
ための手段であり、用紙種別毎に既知のレジストレーション調整用パターンの記録および
パターン検出を行って、対応するレジストレーション調整値を得る手段である。これによ
り得られたレジストレーション調整値はレジストレーション調整値記録部５０６に不揮発
的に記録される。
【００３５】
　記録ヘッド交換時レジストレーション調整値更新部５０２は、記録ヘッドの交換時に、
レジストレーション調整値記憶部に記憶されているレジストレーション調整値を更新する
手段である。
【００３６】
　記録ずれ調整部５０４は、レジストレーション調整値記憶部５０６に記憶されているレ
ジストレーション調整値を用いて、記録ユニット４０１を制御し、記録タイミングの調整
（および用紙幅方向のドット位置の調整）を行う手段である。用紙搬送部２０７には前述
したエンコーダ５１０が含まれている。
【００３７】
　初期レジストレーション調整値取得部５０１、記録ヘッド交換時レジストレーション調
整値更新部５０２、記録ずれ調整部５０４は、制御部２０１（図２）により実現される機
能部である。旧ヘッド相互位置情報記録部５０３とレジストレーション調整値記憶部５０
６は、本実施の形態ではホストコンピュータ１０９にある記憶部を想定しているが、記録
装置内の任意の不揮発性の記憶部（メモリ）を利用してもよい。
【００３８】
　図８は、本実施の形態における初期レジストレーション調整の処理例を示すフローチャ
ートである。このフローチャートの処理の実行手順を表すプログラムはＲＯＭ２０３内に
格納され、ＣＰＵ２０２がこれを解釈実行することにより、この処理が実現される。後述
する他のフローチャートについても同様である。
【００３９】
　まず、所定の紙種の用紙を用いてレジストレーション調整用のテストパターンを記録す
る（Ｓ１１）。ついで、この記録されたテストパターンを読み取る（Ｓ１２）。この読取
結果に基づいて、レジストレーション調整値を決定し、レジストレーション調整値記憶部
５０６（図７）に記憶する（Ｓ１３）。ついで、この記録ユニットからヘッド相互位置情
報を読み出して、旧ヘッド相互位置情報記憶部５０３（図７）に記憶する（Ｓ１４）。全
ての紙種について処理が終了するまでは、ステップＳ１１へ戻って上記の処理を繰り返し
て実行する。
【００４０】
　図９は、本実施の形態におけるヘッド交換時処理の処理例を示すフローチャートである
。
【００４１】
　まず、交換後の新記録ユニットからヘッド相互位置情報を読み出す（Ｓ２１）。また、
交換前の旧記録ユニットのヘッド相互位置情報を、旧ヘッド相互位置情報記憶部５０３か
ら読み出す（Ｓ２２）。ついで、旧記録ユニットのヘッド相互位置情報に対する新記録ユ
ニットのヘッド相互位置情報の差分を算出する（Ｓ２３）。そこで、この差分を全てのレ
ジストレーション調整値に反映させて再記憶させる。
【００４２】
　以上、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明したが、上記で言及した以外にも
種々の変形、変更を行うことが可能である。
【００４３】
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　上記実施の形態では記録ヘッドとしてブラックヘッドを４本用い、ラスター分割制御を
行うインクジェット記録装置について説明をしたが、異なる色のヘッドを複数用いたカラ
ー記録装置はもちろんのこと、シリアルプリンタやその他方式のプリンタなど、複数のヘ
ッドを持つ記録ユニットを記録ユニット単位に交換できる記録装置であれば本発明を適用
することができる。
【００４４】
　また、第１の実施の形態では用紙種類別に２０種類のレジストレーション調整値を保存
可能な仕様であったが、単純に一つのレジストレーション調整値を持つ場合や、用紙の種
類ではなく他の要素、例えば記録速度別にレジストレーション調整値を持つ場合などにも
本発明は有効である。
【００４５】
　また、記録ヘッド内の相互ヘッド位置が調整されていれば、記録装置に設置した際のレ
ジストレーション調整が必要ないシステムであれば、レジストレーション調整自体が不要
になるなど、広い範囲で有効である。
【００４６】
　位置ずれの方向は用紙搬送方向および用紙幅方向の両方に対応するものについて説明し
たが、一方のみに対応するものであってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明の実施の形態に係る記録装置の要部を、外部装置であるホストコンピュー
タとともに示した図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る記録装置の制御ハードウェアの構成例を示すブロック
図である。
【図３】本発明の実施の形態に係る記録装置の記録制御の説明図である。
【図４】本実施の形態における記録ユニットに搭載されている各記録ヘッドのヘッド相互
位置情報についての説明図である。
【図５】本発明の実施の形態におけるヘッド相互位置情報の記憶の態様の二例を示した図
である。
【図６】本発明の実施の形態における記録ユニットに記憶されているヘッド相互位置情報
を利用した自動レジストレーション調整についての説明図である。
【図７】本発明の実施の形態の動作に関連した、記録装置の主要の機能部を示すブロック
図である。
【図８】本発明の実施の形態における初期レジストレーション調整の処理例を示すフロー
チャートである。
【図９】本発明実施の形態におけるヘッド交換時処理の処理例を示すフローチャートであ
る。
【符号の説明】
【００４８】
１０１…記録媒体（用紙など）
１０３…記録媒体検知センサ
１０４～１０７…記録ヘッド
１０８，１０８ａ～１０８ｄ…メモリ
１０９…ホストコンピュータ
１１０…プリンタケーブル
１１１…記録装置
２０１…制御部
２０２…ＣＰＵ
２０３…プログラム格納メモリ（ＲＯＭ）
２０４…受信及びワークメモリ（ＲＡＭ）
２０５…イメージメモリ
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２０６…各種モータ
２０７…用紙搬送部
２０８…ＵＳＢコントローラ
２０９…制御回路
２１０…ヘッド駆動回路
２１１…モータドライバ
２１２…入出力インターフェース制御部（Ｉ／Ｏ）
３０１～３０４…記録ヘッドで得られるラスタイメージ
４０１…記録ユニット
４０２…ヘッド相互位置情報
４０３…ホストコンピュータに保存されている用紙別レジストレーション調整値
４０４…新旧記録ユニットのヘッド相互位置情報の差分
５０１…初期レジストレーション調整値取得部
５０２…記録ヘッド交換時レジストレーション調整値更新部
５０３…旧ヘッド相互位置情報記憶部
５０４…記録ずれ調整部
５０５…レジストレーション調整値記憶部
５１０…エンコーダ

【図２】 【図３】
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